
 

平成 18 

（当期）純利益 
潜在株式調整後１株当た
り中間（当期）純利益 

 
17年 9月中間期 
16年 9月中間期 

百万円   ％ 
8,538    38.8 

月中間期  116百万円   17年 3月期  122百万円     
②期中平均株式数(連結)  
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17年 3

http://www/


核として構成されております。また、こ

 
 
 牛乳・乳製品・アイスクリーム他食品の販売 
   当社が販売する他、連結子会社東京明販㈱他８社、子会社4 社、関連会社１社が当

社製品の販売を行っております。 
 

   連結子会社明治ケンコーハム㈱他２社、子会社１社、関連会社１社が製造・販売を

行っております。 
 
（2）サービス・その他似∵ぞ舟

 













利益で前年同期比 8.6%増の 134億 900万円、中間純利益で前年同期比 38.8%増の 85億 
3,800万円となりました。 
 
 セグメント別の業績の状況は次の通りであります。 

            （単位：百万円） 
食 品 サービス・その他 計  

当中間期 前中間期 増減 当中間期 前中間期 増減 当中間期 前中間期 増減 

売上高 320,712











 4,756  1,519 6,267  
 

   機械装置及び運搬具 52,210   

  

  支払手形及び買掛金 71,958  73,947  △1,989 64,695  
  短期借入金 30,933  44,063  △13,130 36,190  
   一年以内に償還予定の社債 －  5,000  △5,000 －  
  コƒ

 �

2

,

1

7

2





 

  未払費用の増加 (△減少)額 2,668 4,062 △1,394 641 
  その他 449 307 142 △80 
   小計 25,415 29,282 △3,866 43,871 
  利息及び配当金の受取額 404 361 42 541 
  利息の支払額 △551 △739 188 △1,466 
  法人税等の支払額 △3,382 △4,725 1,342

楼ō
541  廊

 △2,293 34,519 

 
  その他 △930 



中間連結財務諸表作成のための基











 

 
前期 

(自 平成16年4月1日 
至 平成17年3月31日) 
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（中間財務諸表等） 

１．中間貸借対照表                              （単位：百万円） 
当中間期 

(平成17年9月30日) 
前中間期 

(平成16年9月30日) 
前期 

(平成17年3月31日) 
前&

 
 繰延税金資産 5,254  3,739  1,515 5,252  
 その他 6,787  6,647  139 5,710  
  



２．中間損益計算書                                   （単位： 
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